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第
七
回
　
端
出
場
①

別子往還道を訪ねて
　

昭
和
５
年
か
ら
別
子
銅
山
の
最
後
の
採
鉱
本

部
が
置
か
れ
て
い
た
端
出
場
一
帯
は
観
光
施
設

マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

こ
の
一
帯
に
は
、
女
性
従
業
員
に
よ
る
手
選
鉱

場
、
下
部
鉄
道
の
終
着
駅
、
端
出
場
駅
が
あ
り
、

ま
た
、
配
給
所
、
劇
場
、
診
療
所
、
郵
便
局
な

ど
も
あ
り
、
仕
事
に
携
わ
る
人
た
ち
が
こ
こ
だ

け
で
生
活
上
の
も
の
が
お
お
む
ね
賄
え
る
場
所

で
し
た
。
入
口
の
端
出
場
大
橋
（
斜
張
橋
）
を

渡
る
前
に
、
県
道
側
か
ら
橋
脚
が
見
え
ま
す
。

こ
れ
は
か
つ
て
、
採
鉱
本
部
へ
の
出
入
り
に
使
わ

れ
て
い
た
芦
谷
橋
の
一
部
で
す
。
斜
張
橋
を
渡
っ

た
正
面
付
近
に
は
赤
茶
色
の
坑
内
鉄
道
車
両
の

姿
が
あ
り
、
駐
車
場
北
側
の
山
際
に
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
巨
大
な
貯
鉱
庫
跡
が
姿
を
見
せ
て

い
ま
す
。
敷
地
の
周
囲
は
国
領
川
の
上
流
河
川
、

足
谷
川
の
渓
谷
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
そ

そ
り
立
っ
て
い
る
壮
大
な
石
垣
は
、
訪
れ
た
学

術
関
係
者
の
度
肝
を
抜
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
で
は
鉱
山
観
光
を
楽

し
め
ま
す
。
ま
ず
は
鉱
山
鉄
道
。
２
階
の
端
出

場
駅
で
実
物
の
83
％
で
縮
尺
復
元
さ
れ
た
鉱
山

鉄
道
「
別
子
１
号
」
に
乗
り
込
む
と
声
優
水
樹

奈
々
さ
ん
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
観
光
案
内
が
始
ま

り
ま
す
。
駅
を
出
発
し
、
両
脇
に
石
垣
が
見
え

て
く
る
と
、
レ
ン
ガ
造
の
端
出
場
隧
道
（
中
尾

ト
ン
ネ
ル
）
に
入
り
、
続
け
て
、
ド
イ
ツ　

ハ
ー

コ
ー
ト
社
製
の
赤
い
端
出
場
鉄
橋
（
足
谷
川
鉄

橋
）
を
通
過
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
別
子
鉱
山
鉄

道
（
下
部
鉄
道
）
の
近
代
化
遺
産
で
あ
り
、
平

成
21
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。
端
出
場
鉄
橋
は
川
に
対
し
て
60
度
斜
め
に

架
橋
さ
れ
て
い
る
ピ
ン
ト
ラ
ス
橋
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
間
も
な
く
、
終
点
の
打
除
駅
に
到

着
。
駅
付
近
で
は
坑
内
で
使
わ
れ
て
い
た
機
械

類
や
カ
ゴ
電
車
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
は

観
光
坑
道
で
す
。
延
長
333
メ
ー
ト
ル
の
観
光
坑

道
は
旧
火
薬
庫
を
利
用
し
て
作
ら
れ
、
坑
内
で

は
、
江
戸
時
代
元
禄
期
に
始
ま
っ
た
別
子
銅
山

の
様
子
を
ジ
オ
ラ
マ
、
映
像
な
ど
で
見
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
湧
水
の
く
み
上
げ
や
削
岩
機
な

ど
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
観
光
坑
道

を
出
て
、
赤
い
猿
飛
橋
を
渡
っ
た
山
際
に
は
東

平
の
第
三
通
洞
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
た
レ
ン
ガ
の

坑
水
路
跡
が
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。
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